
一
問
題
の
所
在

菩
提
達
摩
の
歴
史
的
な
変
貌
に
つ
い
て
は
既
に
す
ぐ
れ
た
研
究

が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
菩
提
達
摩
の
史
実
に
関
し
て
は
ま
だ

明
確
で
な
い
。
菩
提
達
摩
が
四
巻
拐
伽
を
恵
可
に
授
与
し
心
要
と

さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
全
く
作
為
の
な
い
自
然
な
史
実
と
し
て
認

め
ら
れ
る
の
か
。
道
宣
は
恵
可
に
つ
い
て
「
独
調
大
照
解
悟
絶
群

（
１
）

誰
成
道
非
新
而
物
貴
師
受
、
一
時
令
望
威
共
非
之
」
と
記
録
し
そ

の
解
悟
が
師
承
で
な
い
こ
と
を
非
難
さ
れ
た
と
指
摘
し
、
そ
の
後

で
菩
提
達
摩
と
の
出
会
い
を
説
明
し
て
い
る
が
こ
れ
を
ど
の
よ
う

五四三二一

問
題
の
所
在

無
相
大
乗
と
頓
教

榴
伽
宗
と
糯
伽
研
究

北
地
佛
教
学
の
潮
流

結
語

梠

伽

一
率

考

に
み
る
か
。
恵
可
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
一
乗
が
精
究
さ
れ
そ

の
説
法
が
罫
下
の
道
恒
禅
師
か
ら
魔
語
と
非
難
さ
れ
る
ほ
ど
の
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
入
四
行
論
は
達
摩
を
初
祖
と
す
る

惠
可
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
共
通
の
思
想
を
記
述
し
た
も
の
と
さ
れ

（
２
）

る
が
、
膀
伽
経
・
二
入
四
行
・
恵
可
と
そ
の
宗
系
の
問
胆
を
六
世

紀
の
特
に
北
地
に
お
け
る
佛
教
学
の
背
景
に
お
い
て
考
え
て
み
る

必
要
が
あ
る
。
恵
可
は
六
世
紀
郷
洛
を
中
心
に
活
動
し
た
の
で
あ

る
か
ら
当
時
の
佛
教
学
の
影
響
を
受
け
て
い
る
筈
で
あ
り
、
天
竺

僧
の
菩
提
達
摩
に
学
ん
だ
の
み
で
他
の
影
響
は
な
い
と
い
う
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。
本
論
は
菩
提
達
摩
や
恵
可
の
宗
系
に
関
す
る

素
朴
な
疑
問
を
基
礎
に
、
天
台
智
顎
の
法
華
玄
義
の
南
三
北
七
に

お
け
る
北
地
禅
師
の
二
種
大
乗
教
の
究
明
を
通
し
て
、
榴
伽
宗
に

つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

八

木

信

佳
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二
無
相
大
乗
と
頓
教

中
国
に
佛
教
が
伝
来
し
多
く
の
経
論
が
翻
訳
さ
れ
て
佛
教
の
教

説
が
研
究
さ
れ
だ
す
と
、
多
様
な
教
説
を
分
類
し
体
系
づ
け
価
値

を
判
釈
す
る
必
要
が
出
て
来
て
、
南
北
朝
よ
り
晴
唐
に
か
け
て
多

く
の
教
相
判
釈
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
教
判
と
し
て
天
台

智
顎
の
五
時
八
教
が
あ
る
。
智
顎
は
南
北
の
教
判
の
異
解
を
摂
取

批
判
し
た
う
え
で
、
己
心
究
明
に
よ
る
独
自
の
教
判
を
組
織
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
南
北
の
異
解
が
法
華
玄
義
巻
十
上
に
記
録
さ
れ

る
南
三
北
七
で
あ
り
、
多
く
の
佛
教
者
の
教
判
と
思
想
の
特
色
を

示
唆
し
歴
史
の
空
白
を
埋
め
て
く
れ
る
。

そ
の
南
三
北
七
の
な
か
に
北
地
禅
師
の
二
種
大
乗
教
と
い
う
教

判
が
あ
る
。
智
顎
は
北
地
禅
師
の
二
種
大
乗
教
を
明
示
す
る
と
共

に
破
邪
顕
正
を
立
論
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

九
者
北
地
禅
師
明
二
種
大
乗
教
、
一
有
相
大
乗
二
無
相
大
乗
、

有
相
者
如
華
厳
壌
略
大
品
等
説
階
級
十
地
功
徳
行
相
也
、
無
相

者
如
拐
伽
思
益
真
法
無
詮
次
一
切
衆
生
即
浬
渠
相
也
・
・
・
・
・
・
次
難

有
相
無
相
大
乗
教
者
＄
相
無
相
不
応
単
説
、
何
者
本
約
真
論
俗
、

還
約
俗
論
真
、
一
切
智
人
以
無
為
法
而
有
差
別
、
華
厳
碓
論
十

地
何
曾
不
約
法
身
、
膀
伽
思
益
雌
復
論
空
何
曾
不
説
無
生
忍
、

若
純
用
有
相
、
相
則
無
体
、
教
何
所
詮
、
亦
不
得
道
、
若
純
用

無
相
、
無
相
真
寂
絶
言
離
相
、
言
語
道
断
心
行
処
滅
、
則
非
復

是
教
、
云
何
可
説
、
若
言
是
教
教
即
是
相
、
何
謂
無
相
、
大
品

須
菩
提
問
云
、
若
諸
法
畢
寛
無
所
有
、
云
何
説
有
一
地
乃
至
十

地
、
佛
答
云
、
以
諸
法
畢
寛
無
所
有
故
則
有
菩
薩
初
地
乃
至
十

地
、
若
諸
法
有
決
定
性
者
無
一
地
乃
至
十
地
、
故
知
二
種
大
乗

別
説
乖
経
…
…
二
種
大
乗
教
権
実
乖
離
、
父
母
乖
離
導
師
云
何

得
生
、
権
若
離
実
無
実
相
印
、
是
魔
所
説
、
実
若
離
権
不
可
説

（
３
）

一
示
・

と
論
述
さ
れ
る
。
北
地
禅
師
の
二
種
大
乗
教
と
は
有
相
大
乗
と
無

相
大
乗
で
あ
り
、
有
相
大
乗
は
華
厳
大
品
喫
略
、
無
相
大
乗
は
榴

伽
思
益
と
さ
れ
、
証
悟
の
次
第
不
次
第
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
る
。

無
相
大
乗
に
娚
伽
経
が
相
応
し
「
真
法
無
詮
次
一
切
衆
生
浬
藥
相

也
・
・
・
：
・
無
相
真
寂
絶
言
離
相
言
語
道
断
心
行
処
滅
」
と
い
う
立
場

と
説
明
さ
れ
る
。
糯
伽
を
無
相
大
乗
と
す
る
北
地
禅
師
の
二
種
大

乗
教
が
、
六
世
紀
後
半
に
撰
述
さ
れ
た
法
華
玄
義
に
記
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
関
連
す
る
資
料
が
法

華
玄
義
巻
五
上
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
迩
門
十
妙
の
位
妙
に
お
け
る

最
実
位
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
で
、

明
最
実
位
者
円
教
位
也
：
：
・
・
二
明
位
数
者
又
為
三
、
一
明
数
二

引
証
多
少
三
料
簡
、
数
者
人
解
不
同
、
有
言
頓
悟
即
佛
無
復
位

次
之
殊
、
引
思
益
云
如
此
学
者
不
従
一
地
至
一
地
、
又
有
師
言
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頓
悟
初
心
即
究
寛
円
極
，
而
有
四
十
二
位
者
是
化
鈍
根
方
便
立

浅
深
之
名
耳
、
引
枅
伽
云
初
地
即
二
地
二
地
即
三
地
寂
滅
真
如

有
何
次
位
、
又
有
師
言
初
頓
悟
至
十
住
即
是
十
地
、
而
説
有
十

行
十
廻
向
十
地
者
此
是
重
説
耳
。
今
謂
、
諸
解
悉
是
偏
取
、
然

平
等
法
界
尚
不
論
悟
与
不
悟
執
弁
浅
深
、
既
得
諭
悟
与
不
悟
何

妨
論
浅
深
，
究
寛
大
乗
無
過
華
厳
大
集
大
品
法
華
浬
藥
、
碓
明

法
界
平
等
無
説
無
示
而
菩
薩
行
位
終
日
炳
然
、
又
有
人
言
、
平

等
法
界
無
次
位
、
今
例
難
此
語
、
真
諦
有
分
別
耶
真
諦
無
分
別

耶
、
見
真
之
者
判
七
賢
七
聖
二
十
七
賢
聖
等
、
今
実
相
平
等
錐

（
４
）

無
次
位
、
見
実
相
者
判
次
位
何
各
。

と
立
論
さ
れ
、
頓
悟
即
佛
を
主
張
す
る
三
師
の
異
解
と
智
顎
の
批

（
５
）

判
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
内
容
が
摩
訶
止
観
巻
三
下
や

（
６
）

大
本
四
教
義
巻
十
一
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、

智
顎
に
と
っ
て
よ
ほ
ど
重
要
な
異
解
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
。
こ
の
三
師
の
異
解
は
頓
悟
即
佛
や
悟
不
悟
・
次
第
不
次
第
を

問
題
に
し
拐
伽
思
益
を
経
証
と
し
て
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

み
れ
ば
北
地
禅
師
の
二
種
大
乗
教
と
関
連
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。
梧
伽
や
思
益
に
よ
っ
て
頓
悟
即
佛
を
主
張
す
る
北
地
禅
師
の

存
在
は
確
実
で
あ
り
、
さ
ら
に
智
顎
に
と
っ
て
重
要
な
異
解
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
や
記
載
さ
れ
て
い
る
文
献
の
撰
述
時
期
か
ら
言

え
ば
、
六
世
紀
の
郵
洛
を
中
心
と
す
る
北
地
の
禅
師
で
あ
ろ
う
と

、

い
う
こ
と
も
推
定
で
き
る
。
引
用
さ
れ
て
い
る
思
益
経
の
文
章
が

（
７
）

恵
思
の
法
華
経
安
楽
行
義
に
引
用
さ
れ
、
利
根
菩
薩
の
不
次
第
行

の
経
証
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
北
地
禅
師
の
無
相
大

乗
は
六
世
紀
前
半
に
北
斉
の
諸
大
禅
師
を
遍
歴
し
摩
訶
術
を
学
ん

だ
恵
思
か
ら
智
甑
へ
と
伝
承
さ
れ
た
異
解
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

北
地
禅
師
の
無
相
大
乗
は
「
如
娚
伽
思
益
真
法
無
詮
次
一
切
衆

生
即
浬
藥
相
也
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
コ
切
衆
生
即
浬
樂

相
」
は
維
摩
経
菩
薩
品
の
「
諸
佛
一
切
衆
生
畢
党
寂
滅
即
浬
藥
相

不
復
更
滅
」
を
う
け
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
智
顎
が
権
実
の
立

場
か
ら
二
種
大
乗
教
を
批
判
し
て
「
父
母
乖
離
導
師
云
何
得
生
」

と
説
く
の
は
、
維
摩
経
佛
道
品
の
「
智
度
菩
薩
母
、
方
便
以
為
父
、

一
切
衆
導
師
、
無
不
由
是
生
」
と
い
う
偶
頌
を
ふ
ま
え
た
逆
批
判

で
あ
る
こ
と
は
、
無
相
大
乗
が
榴
伽
思
益
以
外
に
維
摩
経
を
背
景

に
し
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
に
説
く
よ
う

に
法
蔵
の
五
教
判
に
お
け
る
頓
教
に
維
摩
経
の
立
場
が
相
応
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
確
か
に
な
っ
て
く
る
。

頓
悟
即
佛
の
経
証
と
し
て
娚
伽
思
益
を
指
摘
す
る
の
は
天
台
智

顎
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
華
厳
の
法
蔵
は
小
乗
教
・
大
乗
始
教

・
大
乗
終
教
・
頓
教
・
円
教
と
い
う
五
教
判
を
論
じ
た
。
そ
の
大

乗
終
教
に
相
応
す
る
経
論
は
拐
伽
起
信
勝
堂
浬
藥
等
で
あ
り
、
頓

教
に
相
応
す
る
経
典
は
維
摩
榴
伽
等
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
法
蔵

ミワ
ゾ今



の
五
教
判
に
お
い
て
娚
伽
は
漸
教
の
大
乗
終
教
と
頓
教
に
属
し
、

そ
れ
ぞ
れ
娚
伽
の
経
文
を
引
用
し
根
拠
づ
け
て
い
る
。
そ
の
頓
教

と
は
位
地
漸
次
に
よ
っ
て
説
か
ざ
る
も
の
で
あ
り
，
「
言
説
頓
絶
、

理
性
頓
顕
、
解
行
頓
成
、
一
念
不
生
即
是
佛
等
、
不
待
言
説
不
待

（
８
）

観
智
」
を
い
う
の
で
あ
る
。
一
乗
と
い
う
立
場
か
ら
言
え
ば
絶
想

一
乗
が
頓
教
で
あ
り
拐
伽
の
如
し
と
さ
れ
る
。
こ
の
噸
教
に
批
判

を
加
え
た
の
が
恵
苑
で
あ
り
、
法
蔵
の
頓
教
に
対
す
る
恵
苑
の
批

判
は
＄
智
顎
が
北
地
禅
師
の
無
相
大
乗
を
批
判
し
た
立
場
と
通
じ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
恵
苑
の
批
判
を
再
批
判
し
て
法
蔵
の
頓
教
を

弁
護
し
た
の
が
澄
観
で
あ
り
、
そ
の
頓
教
に
当
る
も
の
は
南
北
の

（
９
）

禅
宗
で
あ
る
と
澄
観
が
指
摘
し
た
こ
と
は
有
名
な
事
実
で
あ
る
。

法
蔵
は
頓
教
に
関
し
て
華
厳
五
教
章
の
中
で
行
位
分
斉
と
い
う
立

場
か
ら
、

若
依
頓
教
一
切
行
位
皆
不
可
説
、
以
離
相
故
一
念
不
生
即
至
佛

故
、
若
見
行
位
差
別
等
相
即
是
倒
故
、
若
寄
言
顕
者
加
榴
伽
云

初
地
即
八
地
乃
至
云
無
所
有
有
何
次
第
、
又
思
益
経
云
、
若
人

聞
是
諸
法
正
性
勤
行
精
進
如
説
修
行
不
従
一
地
至
一
地
、
若
不

（
、
）

従
一
地
至
一
地
是
人
不
住
生
死
浬
藥
、
如
是
等
也

と
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
引
用
さ
れ
る
枅
伽
思
益
の
文
章
は
天
台

智
顎
が
指
摘
し
た
の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
法
蔵
の
入
娚

伽
心
玄
義
に
お
け
る
義
理
分
斉
の
行
位
巻
毎
門
に
お
い
て
も
諸
地

（
皿
）

相
即
と
し
て
同
じ
梧
伽
思
益
の
経
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
北
地
禅
師
の
無
相
大
乗
は
法
蔵
の
五
教
判

か
ら
言
え
ば
頓
教
で
あ
り
、
澄
観
か
ら
見
れ
ば
南
北
の
禅
宗
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
法
蔵
の
入
娚
伽
心
玄
義
は
実
叉
難
陀
が

大
乗
入
娚
伽
経
七
巻
泰
翻
訳
（
七
○
○
’
七
○
四
）
し
た
後
の
最
晩

年
の
撰
述
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
華
厳
五
教
章
は
法
蔵
の
三
十
有

（
皿
）

余
歳
あ
る
い
は
四
十
二
歳
以
後
の
撰
述
と
さ
れ
て
お
り
比
較
的
早

い
時
期
の
著
作
で
あ
り
七
世
紀
後
半
の
撰
述
と
推
定
さ
れ
る
。
以

上
の
よ
う
に
天
台
智
瀕
と
法
蔵
の
文
献
に
記
録
さ
れ
た
無
相
大
乗

（
頓
教
）
は
六
・
七
世
紀
に
わ
た
っ
て
北
地
で
主
張
さ
れ
た
の
で

あ
り
、
智
顎
が
天
台
円
教
の
立
場
か
ら
批
判
し
た
の
に
対
し
、
法

蔵
は
五
教
判
の
中
の
頓
教
と
し
て
思
想
的
独
自
性
を
位
置
づ
け
た

と
言
え
る
。

智
甑
と
法
蔵
以
外
で
棚
伽
に
関
す
る
重
要
な
記
録
を
し
て
い
る

の
は
道
宣
の
続
高
僧
伝
で
あ
る
。
統
商
僧
伝
を
中
心
に
枡
伽
宗
と

枅
伽
研
究
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
続
高
僧
伝
巻
十
五
の
義

解
の
論
に
、

受
学
毘
曇
行
悪
戒
者
奉
為
聡
恵
、
聴
習
娚
伽
楽
飲
倣
者
用
為
通

極
、
考
軍
蒙
俗
陵
櫟
往
賢
＄
踊
視
天
漢
率
軽
禁
網
、
謂
邪
恵
為

三
枅
伽
宗
と
榴
伽
研
究

グー n
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（
蝿
）

真
解
、
以
乱
識
為
円
智

と
あ
る
。
毘
曇
や
梧
伽
を
習
学
し
な
が
ら
、
悪
戒
を
行
じ
飲
倣
に

ふ
け
り
、
邪
恵
を
真
解
と
な
し
乱
識
を
円
智
と
な
し
て
い
る
と
い

う
事
実
を
道
宣
は
指
摘
し
て
い
る
。
毘
曇
枅
伽
の
習
学
と
い
う
こ

と
か
ら
北
地
の
佛
教
界
の
状
況
の
よ
う
で
あ
り
、
さ
ら
に
義
解
の

論
が
貞
観
十
九
年
（
六
四
五
）
に
既
に
記
述
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る

な
ら
、
七
世
紀
前
半
の
北
地
の
状
況
の
よ
う
で
あ
る
。
邪
恵
を
真

解
と
し
乱
識
を
円
智
と
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
北
地
の
暗
証
の
禅

師
に
関
係
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。

続
高
僧
伝
に
お
い
て
拐
伽
に
関
す
る
最
も
重
要
な
記
録
は
菩
提

達
摩
か
ら
恵
可
さ
ら
に
そ
の
門
下
に
伝
承
さ
れ
た
と
い
う
四
巻
拐

（
狸
）

伽
の
宗
系
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
感
通
篇
の
法
沖
の
伝
記
に
収
録
さ

（
巧
）

れ
た
榴
伽
師
の
宗
系
と
、
習
禅
篇
の
僧
可
の
伝
記
で
あ
る
。
法
沖

の
伝
記
は
続
高
僧
伝
が
貞
観
十
九
年
に
一
応
撰
述
さ
れ
た
後
に
増

補
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
の
に
対
し
、
僧
可
の
伝
記
に
は
初
槁
と
増

補
と
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
て
あ
り
、
そ
の
増
補
が
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
つ
の
か
難
し
い
問
題
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
菩
提
達

摩
と
恵
可
の
系
譜
は
初
稿
の
時
に
は
既
に
伝
承
さ
れ
二
入
四
行
論

も
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
貞
観
十
九
年
の
初
稿

の
時
期
に
は
四
巻
梧
伽
を
伝
授
相
承
し
た
と
い
う
固
定
し
た
宗
系

の
主
張
は
な
く
そ
れ
は
～
初
稿
以
後
に
発
展
し
た
立
場
で
あ
る
と

し
て
も
、
維
摩
や
娚
伽
に
思
想
の
独
自
性
を
把
握
し
た
恵
可
と
そ

の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
二
入
四
行
論
の
思
想
や
撰
述
時
期
に
関
連
す
る
問
題
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
一
応
現
在
の
段
階
で
は
二
入
四
行
論
の
思
想
を
般
若

思
想
を
背
景
に
維
摩
娚
伽
の
大
乗
教
理
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
、
撰
述
時
期
も
恵
可
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
い
た
六

世
紀
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
。
四
巻
膀
伽
の
伝
授
と
い
う
固
定
し

た
宗
系
を
主
張
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
う
で
な
く
単
な
る
大
乗
経
典
の
名
目
を
旗
幟
に
し
た
と
か
、
あ

る
い
は
中
央
佛
教
界
へ
の
迎
合
と
い
う
こ
と
か
ら
言
え
ば
華
厳
や

法
華
浬
樂
の
ほ
う
が
適
当
で
あ
っ
た
ろ
う
。
娚
伽
を
旗
幟
と
す
る

の
は
枡
伽
に
思
想
の
独
自
性
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
と
考
え
た
ほ

う
が
妥
当
で
あ
る
。
法
沖
伝
に
お
け
る
膀
伽
師
の
系
譜
は
左
の
如

く
で
あ
る
。
四
巻
膀
伽
の
強
固
な
伝
承
と
い
う
こ
と
か
ら
言
え
ば

四
巻
枅
伽
の
み
の
疏
記
が
述
作
さ
れ
る
筈
だ
が
、
大
明
師
の
疏
十

巻
は
十
巻
拐
伽
の
疏
記
と
考
え
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
し
、
こ

の
系
譜
の
中
に
は
可
師
を
承
け
な
い
で
摂
論
に
よ
っ
た
と
す
る
遷

禅
師
と
尚
徳
律
師
と
が
記
録
さ
れ
、
そ
の
尚
徳
律
師
は
入
梧
伽
疏

十
巻
を
撰
述
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
四
巻
娚
伽
の
み
の

伝
授
と
い
う
立
場
か
ら
言
え
ば
異
端
で
あ
り
系
譜
に
入
る
も
の
で

な
い
筈
だ
か
ら
～
四
巻
娚
伽
の
伝
承
と
い
う
の
は
広
義
の
拐
伽
研
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究
の
系
譜
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
宋
訳
か
魏
訳
か
と
い
う
問
題
で

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

拐
伽
師
の
系
譜
に
お
け
る
那
老
師
は
恵
可
伝
の
付
見
に
あ
る
那

禅
師
と
考
え
ら
れ
、
那
禅
師
は
相
州
で
恵
可
の
説
法
に
あ
い
出
家

受
道
し
、
一
坐
一
食
常
行
頭
陀
し
た
乞
食
の
禅
師
で
あ
る
。
那
禅

求
那
政
陀
羅
三
蔵

達
摩
禅
師
Ｉ
恵
可

ｌ
尚
徳
律
師

ｌ
遷
禅
師

｜IIlllllllll
築 恵 盛 那端長真玉善豊明胡

禅禅明禅禅禅老禅蔵法法

師師師師師

｜｜｜｜
道宝宝伽

師師師師師師師

｜｜｜｜
実恵曠弘大寵岸沖道大

螢迎聡法禅禅法智明法法法蔭聰

茄 師 師 師師師師 師師師師師師師

師
に
受
道
し
た
恵
満
も
常
行
乞
食
の
禅
師
で
あ
り
、
恵
満
は
洛
陽

で
坐
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
郷
洛
中
心
に
四
巻
膀
伽
を
心
要
と

し
て
頭
陀
乞
食
随
説
随
行
し
た
の
が
僧
那
恵
満
の
徒
で
あ
る
。
那

老
師
や
簗
禅
師
が
玄
理
を
説
い
て
も
文
記
に
出
さ
ず
と
い
う
立
場

で
あ
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
娚
伽
の
名
相
化
を
な
げ
く
恵
可
の
四

世
懸
記
は
拐
伽
の
文
記
を
出
し
た
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
批
判
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

榴
伽
研
究
と
い
う
面
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
恵
可
の
宗
系
の
み

で
は
な
い
。
続
高
僧
伝
は
恵
可
の
宗
系
以
外
の
膀
伽
研
究
の
事
実

を
記
録
し
て
い
る
。
続
高
僧
伝
に
よ
る
と
拐
伽
を
講
説
し
た
り
疏

記
を
述
作
し
た
の
は
法
上
・
恵
海
・
智
正
・
曇
遷
・
静
琳
・
玄
碗

で
あ
る
。
す
、
へ
て
北
地
の
法
師
や
禅
師
あ
る
い
は
律
師
で
あ
り

恵
海
を
除
け
ば
す
べ
て
恵
光
の
南
道
地
論
宗
の
系
譜
に
つ
な
が
り
、

東
魏
や
北
斉
の
郵
都
の
周
辺
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
拐

伽
の
み
を
講
説
し
て
い
る
の
で
な
い
し
、
娚
伽
経
そ
の
も
の
も
宋

訳
魏
訳
共
に
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

法
上
は
十
地
地
持
浬
梁
等
と
共
に
枅
伽
を
講
説
し
文
疏
を
著
述

（
肥
）

し
て
い
る
。
法
上
は
恵
光
の
弟
子
で
あ
り
大
乗
義
章
六
巻
等
を
撰

述
し
て
い
る
。
恵
海
は
少
年
に
入
道
し
罫
都
広
国
寺
問
法
師
に
師

（
〃
）

事
し
浬
藥
枅
伽
を
聴
講
し
て
い
る
。
智
正
は
華
厳
摂
諭
拐
伽
勝
堂

唯
識
等
を
講
じ
華
厳
疏
十
巻
を
製
し
、
ほ
か
は
す
認
へ
て
抄
記
で
あ

F 行
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’
１
儒
果

Ｉ
牢
宜

ｌ
誕
禮
－
１
霊
潤

ｌ
法
継
ｌ
法
護

ｌ
僧
休
ｌ
道
傑

菩
提
流
支
Ｉ
道
籠
ｌ
制
Ⅱ
志
念
諭
師
‐
慧
休
１
Ｊ

一
一

道
長
Ｉ
聖
僧
桀
法
師
１
１
１
ト
ー
道
岳
ｌ
ト
ー
玄
漿

慧
嵩
Ｌ
ｌ
適
猷
Ｉ
慾
耀
Ｉ
慧
衲

對
矧
広
国
寺
間
法
師
」
（
醤
Ｉ
§
）

（
肥
）

っ
て
世
に
流
布
し
て
い
る
と
い
う
。
智
正
は
曇
遷
と
の
交
渉
が
あ

り
、
智
正
に
学
ん
だ
の
が
智
僚
で
あ
り
さ
ら
に
智
幟
に
学
ん
だ
の

が
華
厳
の
法
蔵
で
あ
る
。
法
蔵
に
は
入
枅
伽
心
玄
義
の
著
作
が
あ

（
⑲
）

り
智
雌
に
も
鰐
伽
疏
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
法
蔵
が
五
教
判
の

中
で
頓
教
を
位
置
づ
け
た
の
に
対
し
、
智
侭
に
は
頓
悟
思
想
が
あ

（
卯
）

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
法
蔵
が
学
ぶ
と
こ
ろ
の

多
か
っ
た
元
暁
に
も
拐
伽
疏
が
あ
る
こ
と
は
南
道
地
論
宗
や
華
厳

の
系
譜
に
お
い
て
拐
伽
が
重
要
視
さ
れ
、
そ
の
結
論
が
法
蔵
の
五

教
判
に
お
け
る
頓
教
と
い
う
榴
伽
の
位
置
づ
け
で
あ
り
入
枡
伽
心

玄
義
の
述
作
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

曇
遷
は
法
沖
伝
の
梧
伽
師
の
系
譜
に
あ
る
疏
四
巻
の
遷
禅
師
で

（
瓢
）

あ
り
、
中
国
の
外
典
に
精
通
し
た
後
に
饒
陽
曲
季
寺
沙
門
恵
栄
に

つ
き
、
さ
ら
に
定
州
賀
和
寺
曇
静
律
師
に
つ
い
て
出
家
し
、
罫
下

で
諸
講
建
に
参
じ
、
恵
光
の
弟
子
で
あ
る
曇
遵
法
師
に
つ
い
て
佛

法
の
綱
要
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
罫
の
近
く
に
あ
る
林
慮
山
黄

０
０

花
谷
中
浄
国
寺
に
隠
れ
修
道
し
た
時
に
華
厳
十
地
維
摩
娚
伽
地
持

起
信
等
を
研
精
し
て
い
る
。
曇
遷
は
北
斉
が
北
周
に
敗
北
し
破
佛

が
な
さ
れ
た
時
に
金
陵
に
逃
げ
恵
暁
や
智
確
と
交
流
し
た
り
摂
大

乗
諭
を
得
た
り
す
る
が
、
娚
伽
は
既
に
そ
れ
以
前
に
林
慮
山
で
研

精
さ
れ
て
い
る
。
彰
城
の
慕
聖
寺
で
は
じ
め
て
摂
論
を
弘
め
、
ま

た
拐
伽
起
信
如
実
等
を
講
じ
て
い
る
。
曇
遷
の
著
作
に
関
し
て
は

亡
是
非
論
の
ほ
か
に
摂
諭
疏
十
巻
、
枡
伽
起
信
唯
識
如
実
等
の
疏

を
撰
述
し
世
に
流
布
し
て
い
る
と
い
う
。
一
方
曇
遷
は
僧
刷
滅
後

の
禅
門
を
に
な
う
と
い
う
意
味
か
ら
晴
の
文
帝
の
勅
に
よ
っ
て
名

徳
禅
師
百
二
十
人
を
捜
揚
し
禅
定
寺
主
と
な
り
禅
門
の
指
導
に
も

あ
た
っ
た
。

Ｏ

曇
遷
門
下
の
玄
碗
は
遷
禅
師
よ
り
摂
論
を
稟
学
し
法
華
大
集
拐

Ｏ

（
塑
）

伽
勝
霊
地
論
中
百
等
を
資
承
し
た
と
い
う
。
静
琳
も
曇
遷
禅
師
の

摂
論
の
講
義
を
学
ん
で
い
る
が
、
靜
琳
は
枅
伽
を
遷
禅
師
よ
り
習

Ｃ
Ｏ

学
し
た
の
で
な
く
、
罫
都
の
炬
法
師
の
と
こ
ろ
で
華
厳
拐
伽
思
益

（
鰯
）

を
採
聴
し
た
の
で
あ
り
、
皆
精
理
に
通
賞
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

静
琳
の
特
色
は
「
法
本
治
病
而
今
慢
法
更
増
、
且
道
貴
虚
通
而
今

耽
著
弥
固
、
此
不
可
也
」
と
し
て
講
茉
を
捨
一
て
禅
門
を
專
習
す
る
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と
こ
ろ
に
あ
る
。
禅
門
を
専
習
し
て
も
当
初
は
不
浄
観
や
四
念
処

等
の
法
を
学
ん
だ
が
、
そ
の
瓊
小
を
嫌
っ
て
大
乗
の
諸
々
の
無
得

観
を
学
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
大
乗
の
思
想
と
実
践
を
究
明
し

よ
う
と
す
る
当
時
の
佛
教
者
の
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
熱
で
拐

伽
思
益
を
採
聰
し
て
精
理
に
通
貫
し
道
は
虚
通
を
貴
ぶ
と
し
て
講

業
を
捨
て
、
さ
ら
に
小
乗
の
禅
法
を
す
て
て
大
乗
の
無
得
観
を
習

学
し
た
こ
と
は
、
無
得
正
観
を
宗
と
な
す
娚
伽
師
や
北
地
禅
師
の

無
相
大
乗
あ
る
い
は
法
蔵
の
言
う
頓
教
と
の
関
連
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

法
沖
は
四
巻
梧
伽
の
系
譜
に
お
い
て
遠
く
可
師
を
承
け
た
人
左

と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
安
州
恵
嵩
の
下
で
大
品
三
諭
枅
伽

を
聴
講
し
て
い
る
。
そ
の
安
州
恵
嵩
が
茅
山
大
明
に
学
び
大
明
が

興
皇
法
朗
の
門
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
か
っ
て
恵
布
が
北
郷

に
遊
び
可
禅
師
の
と
こ
ろ
で
名
見
に
通
じ
六
駄
の
章
疏
を
写
し
て

江
表
に
帰
り
す
雫
へ
て
法
朗
に
そ
れ
を
講
説
せ
し
め
た
と
い
う
事
実

か
ら
考
え
る
と
、
安
州
恵
嵩
が
梧
伽
を
講
じ
た
と
い
う
の
は
恵
可

か
ら
法
朗
大
明
と
伝
承
し
た
膀
伽
の
立
場
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。法

沖
伝
に
お
け
る
四
巻
榴
伽
の
系
譜
に
記
録
さ
れ
る
疏
記
の
な

か
で
そ
の
確
実
な
存
在
を
証
明
で
き
る
の
は
、
尚
徳
律
師
の
入
拐

伽
疏
と
遷
禅
師
の
疏
で
あ
る
。
尚
徳
律
師
の
入
傍
伽
疏
は
天
平
十

（
型
）

二
年
（
七
四
○
）
写
経
と
い
う
正
倉
院
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
鰯
）

遷
禅
師
の
疏
は
高
麗
の
義
天
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
四
巻
拐
伽

の
系
譜
と
疏
記
は
虚
構
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
問
題
は
既
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
正
倉
院
文
書
に
菩
提
達
摩
の
鰐
伽
疏
が
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
関
係
の
榴
伽
疏
を
列
記
す
る
と
、

入
娚
伽
経
疏
尚
徳
師
撰

娚
伽
経
疏
菩
提
達
摩
撰

榴
伽
経
科
文
菩
提
達
摩
師

四
巻
入
娚
伽
経
疏
菩
提
達
摩

入
梧
伽
経
疏
菩
提
流
支

入
拐
伽
経
疏
許
繧
娠
諫
識
銅
自
誹

（
妬
）

枅
伽
経
疏
菩
提
流
支
撰

な
ど
で
あ
り
、
ほ
か
に
娚
伽
宗
要
論
や
元
暁
・
法
蔵
・
杜
行
階
な

ど
の
撰
述
の
娚
伽
疏
が
あ
る
。
し
か
る
に
続
高
僧
伝
の
法
沖
伝
の

榴
伽
師
の
系
譜
に
は
菩
提
達
摩
に
枅
伽
疏
や
科
文
が
あ
っ
た
と
記

録
し
て
い
な
い
。
菩
提
達
摩
の
伝
記
に
は
そ
の
言
詰
を
記
録
し
た

吾
が
世
に
流
布
し
て
い
る
と
す
る
の
み
で
拐
伽
疏
と
は
指
摘
し
て

い
な
い
。
僧
可
伝
に
お
い
て
も
四
巻
榴
伽
の
伝
授
を
言
う
の
み
で

疏
記
の
有
無
に
関
し
て
は
全
く
記
録
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
菩
提

流
支
の
拐
伽
疏
を
正
倉
院
文
書
は
記
録
し
て
い
る
が
、
続
高
僧
伝
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の
菩
提
流
支
の
伝
記
に
は
全
く
指
摘
し
て
い
な
い
。
正
倉
院
文
書

の
写
経
の
史
実
に
関
し
て
は
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
れ
を

確
証
さ
せ
る
文
献
も
あ
る
。
南
都
禅
那
院
珍
海
の
八
識
義
章
研
習

抄
で
あ
り
、
達
磨
法
師
の
裾
伽
疏
と
菩
提
流
支
の
入
枅
伽
経
疏
の

（
幻
）

文
章
を
引
用
し
て
い
る
し
、
湛
春
の
五
教
章
纂
釈
に
も
菩
提
流
支

（
魂
）

の
入
携
伽
経
疏
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
菩
提
達
摩
や
菩
提

流
支
の
枡
伽
疏
が
写
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
既
に
そ
れ
ら

が
中
国
に
お
い
て
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
”
）

石
田
茂
作
氏
の
奈
良
朝
現
在
一
切
経
疏
目
録
に
よ
る
と
湧
伽
の

疏
記
は
天
平
九
年
（
七
三
七
）
か
ら
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
ま
で
の
も

の
で
あ
り
、
菩
提
達
摩
関
係
の
疏
記
は
天
平
十
二
年
写
経
に
既
に

あ
り
、
そ
の
当
時
の
中
国
か
ら
の
経
論
の
将
来
は
玄
防
や
道
溶
に

よ
る
も
の
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
玄
防
は
霊
亀
二
年
（
七

一
六
）
に
入
唐
し
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
帰
国
し
て
佛
像
及
び
経
諭

五
千
巻
を
献
上
し
た
と
い
う
。
道
藩
は
天
平
二
十
四
年
（
七
三
六
）

に
天
竺
僧
菩
提
仙
那
や
林
邑
僧
佛
哲
と
共
に
大
宰
府
に
来
て
い
る

天
平
十
二
年
写
経
は
確
証
は
な
い
が
玄
坊
将
来
に
よ
る
も
の
と
推

定
し
た
ほ
う
が
妥
当
の
よ
う
だ
。
玄
防
は
入
唐
し
て
智
周
に
法
相

を
学
ん
だ
が
、
当
時
は
禅
宗
も
新
し
い
動
向
を
示
し
伝
法
宝
紀
や

拐
伽
師
資
記
が
撰
述
さ
れ
、
神
秀
の
門
下
で
あ
る
普
寂
や
義
福
が

活
躍
し
、
一
方
そ
れ
に
対
抗
し
て
神
会
が
滑
台
に
お
い
て
神
秀
普

寂
を
激
し
く
批
判
す
る
と
い
う
よ
う
に
‘
禅
宗
に
お
け
る
分
派
抗

争
が
激
し
く
展
開
し
て
い
く
時
代
で
あ
っ
た
。

拐
伽
師
の
系
譜
に
よ
る
と
恵
可
の
門
下
に
は
じ
め
て
娚
伽
疏
の

撰
述
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
が
恵
可
の

懸
記
に
た
く
す
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
正
倉
院
文
書
に
記

録
す
る
菩
提
達
摩
の
糯
伽
疏
と
い
う
の
は
あ
る
い
は
恵
可
の
宗
系

で
述
作
さ
れ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
菩
提
達
摩
が
傍
伽
疏

や
経
諭
解
釈
の
た
め
の
科
文
を
撰
述
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
で
あ
る
。
達
磨
法
師
の
膀
伽
疏
と
い
う
の
も
、
か
っ
て
法
上
が

榴
伽
疏
を
撰
述
し
、
法
上
自
身
が
梵
名
で
達
磨
欝
多
羅
と
称
せ
ら

（
釦
）

れ
た
事
実
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
法
上
の
達
磨
法
師
が
撰
述

し
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
続
高
僧
伝
で
は
菩
提
達
摩

は
達
摩
禅
師
と
も
称
せ
ら
れ
、
榴
伽
師
資
記
で
は
菩
提
師
と
も
称

し
、
菩
提
師
が
坐
禅
衆
の
た
め
に
説
い
た
釈
拐
伽
要
義
一
巻
が
あ

り
達
摩
論
と
名
づ
け
ら
れ
、
ほ
か
に
偽
造
の
達
摩
論
三
巻
が
あ
る

（
別
）

と
い
う
こ
と
も
記
録
し
て
い
る
。
菩
提
流
支
の
拐
伽
疏
と
い
う
の

も
菩
提
達
摩
で
あ
る
菩
提
師
と
の
混
乱
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

四
北
地
佛
教
学
の
潮
流

菩
提
達
摩
と
恵
可
の
宗
系
を
理
解
す
る
に
は
背
景
と
し
て
六
世
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紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
の
北
地
に
お
け
る
佛
教
の
状
況
が
明
白

に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
異
民
族
の
鮮
卑
が
統
治
す
る
北
魏

か
ら
東
西
両
魏
に
分
裂
す
る
六
世
紀
前
半
の
時
期
に
は
、
佛
陀
禅

師
（
佛
陀
扇
多
）
・
勒
那
摩
提
・
菩
提
流
支
・
毘
目
智
仙
・
窪
曇
般

若
流
支
な
ど
が
洛
陽
や
郷
都
で
世
親
系
佛
教
の
伝
訳
に
従
事
し
た

り
禅
法
の
伝
授
に
活
動
し
て
い
る
。
世
親
の
十
地
経
論
の
翻
訳
に

つ
い
て
佛
陀
扇
多
・
勒
那
摩
提
・
菩
提
流
支
の
相
互
の
間
に
確
執

が
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
の
は
六
世
紀
初
頭
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
地
論
宗
の
南
道
北
道
の
対
立
が
生
れ
た
と
も
指
摘
さ
れ

る
。
こ
の
三
人
の
天
竺
僧
は
北
魏
が
東
西
両
魏
に
分
裂
す
る
（
五

三
四
年
）
前
後
ま
で
活
動
し
て
い
る
。
北
天
竺
の
菩
提
流
支
は
五
○

八
年
に
来
遊
し
宣
武
帝
の
勅
に
よ
り
永
寧
寺
に
住
し
、
郷
洛
に
あ

っ
て
二
十
余
年
間
に
三
十
九
部
一
百
二
十
七
巻
の
経
論
を
翻
訳
し

（
犯
）

た
と
い
う
。
菩
提
三
蔵
は
道
籠
に
の
み
教
え
道
寵
は
菩
提
流
支
よ

り
十
地
を
授
け
ら
れ
疏
を
撰
述
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
系
統

が
北
道
派
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
菩
提
流
支
に
よ
っ
て
入
枅
伽
経
十

巻
が
五
一
三
年
に
翻
訳
さ
れ
、
宋
訳
と
共
に
研
究
講
説
の
機
運
が

高
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

（
鍋
）

佛
陀
禅
師
は
習
禅
者
で
あ
り
孝
文
帝
の
時
代
に
恒
安
に
至
り
、

洛
陽
遷
都
に
し
た
が
い
勅
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
嵩
岳
少
林
寺
に

住
し
少
林
寺
祖
師
三
蔵
と
も
称
さ
れ
、
門
下
に
恵
光
と
；
弟
子
道

房
に
度
せ
し
め
定
業
を
教
え
た
僧
稠
が
い
る
。
勒
那
摩
提
は
中
天

竺
僧
で
禅
法
に
緒
通
し
遊
化
を
意
と
し
、
五
○
八
年
に
洛
邑
に
至

り
翻
訳
に
従
事
す
る
と
共
に
、
恵
光
・
僧
達
・
僧
実
・
房
定
二
士

（
謎
）

な
ど
に
教
示
し
た
。
僧
実
は
勒
那
三
蔵
よ
り
禅
法
を
授
け
ら
れ

（
妬
）

「
自
道
流
東
夏
味
静
乃
斯
人
乎
」
と
称
歎
さ
れ
、
皇
宮
に
あ
っ
て

禅
秘
を
諮
問
し
北
斉
の
僧
稠
と
共
に
そ
の
名
声
が
尊
重
さ
れ
た
。

僧
実
の
禅
法
は
「
雅
三
学
通
覧
偏
以
九
次
調
心
、
故
得
定
水
清
澄

禅
林
栄
蔚
」
と
さ
れ
る
か
ら
小
乗
禅
で
あ
り
、
勒
那
摩
提
の
禅
法

も
そ
う
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
僧
達
は
勒
那
三
蔵
に
学
ん
だ
が

久
し
か
ら
ず
し
て
遷
化
に
あ
い
地
論
を
覆
述
し
て
洛
陽
に
名
声
を

あ
げ
、
後
に
恵
光
に
十
地
を
学
ん
だ
。
華
厳
四
分
十
地
地
持
を
講

（
弘
）

じ
論
議
を
よ
く
し
南
北
に
知
ら
れ
禅
門
を
開
い
た
と
言
わ
れ
る
。

六
世
紀
前
半
に
罫
洛
を
中
心
に
訳
経
。
習
禅
。
講
説
研
究
が
盛

ん
に
な
さ
れ
て
い
く
う
ち
に
「
自
季
世
佛
法
崇
尚
官
栄
、
僥
倖
之

（
”
）

夫
妄
生
朋
翼
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
激
し
い
権
力
志
向
と
党

派
抗
争
が
生
れ
↑
一
方
で
は
僧
侶
の
頽
廃
狼
濫
の
風
潮
が
あ
っ
た
。

こ
の
当
時
最
も
盛
ん
な
活
動
を
し
た
の
は
恵
光
系
統
で
あ
る
。
恵

光
の
門
下
に
は
僧
達
・
僧
範
・
曇
遵
・
法
上
・
恵
順
・
道
慎
。
霊

訶
。
道
濯
・
曇
術
・
安
廩
。
曇
隠
・
道
雲
・
道
暉
な
ど
が
あ
り
、

大
半
が
郷
都
で
活
動
し
僧
官
の
国
統
や
国
都
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

華
厳
十
地
地
持
維
摩
勝
鬘
浬
樂
娚
伽
律
な
ど
が
講
説
さ
れ
大
乗
思

h（’



想
が
究
明
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
恵
光
は
広
く
大
乗
に
精
通
し
文

（
鑓
）

義
の
解
明
し
な
い
も
の
は
な
い
と
さ
れ
、
因
縁
宗
・
仮
名
宗
・
証

相
宗
・
常
宗
の
四
宗
の
教
判
を
た
て
証
相
宗
は
大
品
三
論
、
常
宗

（
真
宗
）
は
浬
樂
華
厳
の
常
住
佛
性
本
有
湛
然
と
さ
れ
る
。
証
相

宗
は
通
教
、
常
宗
は
通
宗
と
も
称
さ
れ
拐
伽
経
の
説
通
宗
通
に
よ

（
調
）

っ
た
と
さ
れ
る
。
恵
光
の
弟
子
法
上
は
大
乗
義
章
を
撰
述
し
、
曇

（
㈹
）

遵
は
光
統
に
学
び
大
乗
頓
教
法
界
心
源
に
通
じ
、
道
瀝
は
恵
光
に

（
虹
）

学
ん
で
大
乗
を
渉
悟
し
、
安
廩
は
嵩
高
少
林
寺
光
公
の
十
地
を
聴

講
し
て
一
聞
領
解
し
、
ま
た
禅
法
を
受
け
悉
く
玄
門
を
究
め
た
と

（
翅
）

さ
れ
る
。

慧
光
系
統
に
限
ら
ず
こ
の
時
代
は
大
乗
思
想
の
究
明
が
な
さ
れ

て
い
る
。
五
世
紀
前
半
に
鳩
摩
羅
什
・
佛
駄
肱
陀
羅
・
曇
無
誠
・

求
那
賊
陀
羅
等
に
よ
っ
て
大
乗
の
経
諭
が
翻
訳
さ
れ
て
大
乗
義
が

研
究
講
説
さ
れ
、
さ
ら
に
六
世
紀
前
半
の
世
親
系
佛
教
の
伝
訳
と

（
蝿
）

い
う
刺
激
が
加
わ
り
大
乗
思
想
の
究
明
が
進
展
し
た
と
言
え
る
。

教
義
に
お
い
て
も
禅
法
に
お
い
て
も
大
小
乗
に
お
け
る
対
立
克
服

転
換
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
大
乗
そ
の
も
の
に
お
い
て
価
値
批
判
が

な
さ
れ
て
多
く
の
教
判
が
生
れ
た
。
恵
可
は
「
精
究
一
乗
理
事
兼

融
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
し
、
恵
思
も
法
華
に
お
い
て
大
乗
頓
覚
無

師
自
悟
疾
成
佛
道
を
究
明
し
た
と
言
え
る
。
恵
思
に
は
声
聞
縁
覚

鈍
根
菩
薩
の
次
第
行
と
利
根
菩
薩
の
不
次
第
行
が
あ
り
、
法
華
三

味
の
不
次
第
行
に
お
い
て
有
相
行
と
無
相
行
、
無
相
行
は
正
恵
雛

（
蝦
）

著
。
無
軽
讃
殼
・
無
悩
平
等
。
慈
悲
接
引
の
四
種
安
楽
行
と
さ
れ
る
。

智
顎
に
な
る
と
漸
次
止
観
・
不
定
止
観
・
円
頓
止
観
の
三
種
止
観
、

四
種
三
味
、
十
境
十
乗
観
法
と
い
う
観
心
の
体
系
が
組
織
さ
れ
る
。

郵
都
の
雲
門
寺
僧
稠
は
浬
梁
経
聖
行
品
の
四
念
処
法
に
よ
っ
て
入

（
妬
）

定
摂
心
し
死
想
を
修
し
た
と
さ
れ
、
稠
禅
師
の
大
乗
心
行
論
で
は

従
外
入
理
門
と
従
理
起
用
門
が
説
か
れ
、
「
凡
欲
学
無
生
者
要
必

覚
了
諸
法
、
不
覚
了
者
即
是
煩
悩
蔵
、
若
覚
了
者
知
従
本
已
来
無

（
妬
）

負
無
順
、
無
六
道
差
別
無
法
界
都
無
生
死
」
と
さ
れ
覚
了
が
強
調

さ
れ
る
。
覚
了
に
は
頓
悟
の
内
容
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
曇
倫

は
端
禅
師
に
つ
い
た
が
そ
の
次
第
観
に
般
若
無
底
本
性
清
浄
の
立

場
か
ら
批
判
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

端
学
次
第
観
、
便
誠
倫
日
～
汝
繋
心
鼻
端
可
得
静
也
。
倫
日
、

若
見
有
心
可
繋
鼻
端
、
本
来
不
見
心
相
不
知
所
繋
也
・
…
：
異
時

告
日
、
令
汝
学
坐
先
浄
昏
情
、
猶
如
剥
葱
二
重
重
剥
却
然
後

得
浄
。
倫
日
、
若
見
有
葱
可
見
剥
削
、
本
来
無
葱
何
所
剥
也
…

…
進
具
已
後
読
経
礼
佛
都
所
不
為
、
但
閉
房
不
出
、
行
住
坐
臥

（
鞭
）

唯
離
念
心
、
以
終
其
志
。

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
曇
倫
が
批
判
し
た
端
禅
師
は
勒
那
摩
提
の

弟
子
僧
実
に
治
心
法
を
学
ん
だ
静
端
で
あ
ろ
う
。
こ
の
曇
倫
に
前

述
の
玄
碗
や
静
琳
が
往
来
受
法
し
て
い
る
こ
と
も
こ
の
時
代
の
潮
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流
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
北
地
佛
教
学
の
状
況
に

恵
可
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
立
場
で
あ
る
理
入
行
入
の
二
入
、
報
怨

行
・
随
縁
行
・
無
所
求
行
。
称
法
行
の
四
行
及
び
安
心
・
発
行
。

順
物
・
方
便
の
大
乗
安
心
之
法
は
自
然
に
相
応
す
る
し
、
北
地
禅

師
の
有
相
無
相
の
二
種
大
乗
教
も
当
時
に
お
い
て
自
然
な
教
判
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

智
顎
が
文
字
の
法
師
・
闇
証
の
禅
師
を
非
難
し
て
い
る
こ
と
は

有
名
な
事
実
で
あ
り
、
そ
の
禅
師
批
判
は
北
地
の
習
禅
者
に
向
け

ら
れ
「
郷
洛
禅
師
」
な
ど
と
指
摘
さ
れ
る
。
例
え
ば
摩
訶
止
観
十

上
に
、第

七
観
諸
見
境
者
、
非
一
日
猪
、
邪
解
称
見
、
又
解
知
是
見
義
、

推
理
不
当
而
偏
見
分
明
、
作
決
定
解
名
之
為
見
。
夫
聴
学
人
訶

得
名
相
、
‐
斉
文
作
解
心
眼
不
開
全
無
理
観
、
拠
文
者
生
無
証
者

死
。
夫
習
禅
人
唯
尚
理
観
触
処
心
融
、
闇
於
名
相
一
句
不
識
。

涌
文
者
守
株
、
情
通
者
妙
悟
、
両
家
互
關
論
評
皆
失
…
…
・
南
方

習
禅
者
寡
発
見
人
微
、
北
方
多
有
此
事
、
盲
瞑
不
識
、
謂
得
真

（
妃
）

道
、
謂
得
陀
羅
尼
、
闇
於
知
人
高
安
地
位
。

と
説
か
れ
、
心
眼
が
開
か
ず
全
く
理
観
の
な
い
聴
学
人
と
名
相
に

闇
く
一
句
不
識
で
あ
る
習
禅
人
と
が
批
判
さ
れ
、
北
方
に
多
い
習

禅
者
は
盲
瞑
不
識
な
の
に
真
道
を
得
た
と
か
陀
羅
尼
を
得
た
と
称

し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
節
の
冒
頭
に
引
用
し
た
、

毘
曇
梧
伽
を
習
学
し
な
が
ら
邪
恵
を
真
解
と
な
す
と
い
う
道
宣
の

指
摘
と
関
連
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
道
宣
が
続
高
僧
伝
の
習
禅
篇
の

論
に
お
い
て
定
学
と
無
知
の
禅
師
に
対
し
て
批
判
を
説
い
て
い
る

こ
と
も
参
考
に
な
る
。
ま
た
智
顎
は
、

若
観
心
人
謂
即
心
而
是
、
己
則
均
佛
、
都
不
尋
経
諭
、
堕
増
上

（
禍
）

慢
。

と
言
い
、
即
心
是
佛
を
説
く
暗
証
の
習
禅
者
に
つ
い
て
示
唆
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
娚
伽
思
益
に
よ
っ
て
修
行
の
階
位
を
否

定
し
頓
悟
即
佛
を
説
く
北
地
禅
師
の
無
相
大
乗
と
密
接
な
関
連
を

持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

道
宣
が
続
高
僧
伝
の
習
禅
篇
の
論
に
お
い
て
僧
稠
と
菩
提
達
摩

を
比
較
論
評
し
て
い
る
こ
と
は
菩
提
達
摩
系
統
の
立
場
を
暗
示
し

て
く
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

属
有
菩
提
達
摩
者
神
化
居
宗
閲
導
江
洛
、
大
乗
碓
観
功
業
最
高
、

在
世
学
流
帰
仰
如
市
，
然
而
涌
語
難
窮
属
精
蓋
少
…
。
：
然
而
観

彼
両
宗
即
乗
之
二
軌
也
、
稠
懐
念
処
清
範
可
崇
、
摩
法
虚
宗
去

旨
幽
賊
、
可
崇
則
情
事
易
顕
、
幽
臓
則
理
性
難
通
、
所
以
物
得

其
筌
初
同
披
洗
、
至
於
心
用
塞
滞
惟
繁
、
云
之
檮
差
難
述
美
、

義
当
経
遠
陶
冶
方
可
会
期
、
十
住
羅
穀
抑
当
其
位
、
編
浅
之
識

随
堕
之
流
、
朝
入
禅
門
夕
弘
其
術
、
相
与
伝
説
謂
各
窮
源
…
：

（
犯
）

如
此
臂
徒
安
可
論
道
。
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と
説
く
。
菩
提
達
摩
が
僧
稠
と
比
較
さ
れ
相
互
の
禅
法
の
特
質
が

論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
菩
提
達
摩
の
史
実
性
の
問
題
は
別
と
し
て
、

こ
の
系
統
の
特
異
な
立
場
が
七
世
紀
に
問
題
に
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
。
そ
し
て
大
乗
壁
観
は
す
ぐ
れ
て
い
て
学
徒
が
雲
集
し
た

が
、
そ
の
論
語
は
窮
め
難
く
て
精
進
す
る
も
の
は
少
く
、
玄
旨
は

幽
臓
で
理
解
し
難
い
と
い
う
神
秘
な
と
こ
ろ
に
、
朝
に
禅
門
に
入

っ
て
夕
に
は
そ
の
術
を
弘
め
根
源
を
窮
め
た
と
い
う
妄
昧
な
禅
徒

が
い
た
こ
と
も
推
定
さ
れ
る
。
一
乗
が
精
究
さ
れ
て
、
身
と
佛
と

に
差
別
は
な
く
ど
う
し
て
更
に
無
余
浬
樂
を
求
め
よ
う
か
と
い
う

恵
可
の
立
場
は
、
大
乗
に
お
け
る
修
行
と
証
悟
の
速
疾
を
問
題
に

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
入
四
行
論
に
、

問
、
修
道
得
道
有
遅
疾
不
。
答
、
校
百
千
万
劫
、
即
心
是
者
疾
、

発
心
行
行
者
遅
、
利
根
人
知
即
心
是
道
、
鈍
根
人
処
処
求
道
不

知
道
処
、
又
不
知
即
心
自
是
阿
褥
菩
提
。
間
、
云
何
疾
得
道
。

（
別
）

答
、
心
是
道
体
故
疾
得
道
。

と
あ
り
、
既
に
こ
の
系
統
で
即
心
是
道
疾
得
成
佛
が
論
じ
ら
れ
た

こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
即
心
是
佛
や
無
州
大
乗
の
頓
悟
即
佛
に
対

す
る
智
顎
の
批
判
、
さ
ら
に
は
道
宣
の
「
朝
入
禅
門
夕
弘
其
術
↑

相
与
伝
説
謂
各
窮
源
」
と
い
う
批
判
が
、
北
地
に
お
け
る
菩
提
達

摩
を
宗
源
と
す
る
恵
可
と
そ
の
宗
系
に
対
す
る
も
の
と
推
定
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

北
地
禅
師
の
二
種
大
乗
教
の
教
判
は
六
世
紀
に
膀
伽
思
益
に
よ

っ
て
無
相
大
乗
を
説
く
習
禅
者
の
存
在
を
立
証
し
た
。
し
か
も
無

相
大
乗
は
法
蔵
の
五
教
判
の
頓
教
と
同
じ
立
場
と
み
ら
れ
、
地
論

宗
や
華
厳
宗
に
お
け
る
頓
教
や
頓
悟
即
佛
義
の
成
立
伝
承
が
問
題

に
な
る
が
、
と
も
か
く
こ
の
系
統
で
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
北
地
禅
師
の
教
判
は
華
厳
を
有
相
大
乗
と
し
て
批

判
的
で
あ
る
が
、
六
世
紀
北
地
に
お
け
る
大
乗
思
想
の
展
開
と
無

関
係
で
は
な
い
。
大
乗
思
想
を
究
明
し
て
い
く
う
え
で
最
も
問
鼬

に
な
る
の
は
証
悟
の
遅
疾
漸
頓
で
あ
り
、
北
地
禅
師
の
立
場
も
頓

悟
即
佛
不
次
第
に
あ
っ
て
当
時
の
佛
教
学
の
主
要
な
課
題
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。

恵
光
や
法
上
の
系
統
に
お
け
る
大
乗
思
想
の
究
明
、
僧
稠
の
習

禅
と
大
乗
心
行
論
、
恵
思
の
次
第
行
と
不
次
第
行
、
恵
可
と
そ
の

グ
ル
ー
プ
の
共
通
の
立
場
で
あ
る
二
入
四
行
と
速
疾
成
佛
義
な
ど

が
相
互
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
北
地
禅
師
の
無

相
大
乗
が
枅
伽
思
益
さ
ら
に
は
維
摩
の
教
理
を
基
礎
に
し
て
一
切

衆
生
浬
桑
相
や
頓
悟
即
佛
義
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
、
道
宣
や

法
蔵
な
ど
の
資
料
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
二
入
四
行
論
の
内

容
と
相
応
し
、
無
相
大
乗
が
恵
可
と
そ
の
宗
系
の
周
辺
で
説
か
れ

五

結

語

ハn
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た
立
場
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

註
記

１
続
高
僧
伝
巻
十
六
（
大
正
五
一
・
五
五
一
Ｃ
ｌ
五
五
二
ａ
）

２
柳
田
聖
山
著
「
達
摩
の
語
録
」
四
頁

３
大
正
三
三
・
八
○
一
ａ
、
八
○
五
ａ
Ｃ

４
大
正
三
三
・
七
三
二
Ｃ

５
大
正
四
六
・
三
○
Ｃ

６
大
正
四
六
・
七
六
一
ａ
ｌ
ｂ

７
大
正
四
六
・
六
九
八
Ｃ

８
五
教
章
巻
一
（
大
正
四
五
・
四
八
一
ｂ
）

９
坂
本
幸
男
著
「
華
厳
教
学
の
研
究
」
二
三
八
’
二
五
八
頁

、
大
正
四
五
・
四
八
九
ｂ
（
五
教
章
巻
二
）

Ⅱ
大
正
三
九
・
四
三
二
ｂ
（
入
傍
伽
心
玄
義
）

皿
鎌
田
茂
雄
著
「
華
厳
学
の
典
籍
お
よ
び
研
究
文
献
」
（
「
華
厳
思

想
」
四
八
九
頁
）

咽
大
正
五
十
・
五
四
九
ｂ

皿
大
正
五
十
・
六
六
六
ａ
ｌ
ｃ

妬
大
正
五
十
・
五
五
一
Ｃ
ｌ
五
五
二
ｃ

肥
大
正
五
十
・
四
八
五
ａ

Ⅳ
大
正
五
十
・
五
一
五
ｃ

肥
大
正
五
十
・
五
三
六
Ｃ

畑
高
峯
了
州
著
「
華
厳
思
想
史
」
一
六
○
頁

加
鎌
田
茂
雄
著
「
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
」
九
六
’
一
○
二
頁

虹
大
正
五
十
・
五
七
一
ｂ
’
五
七
四
ｂ

躯
大
正
五
十
・
六
一
六
ａ

鍋
大
正
五
十
・
五
九
○
ａ

型
大
日
本
古
文
書
巻
七
、
四
八
六
’
四
九
一
頁
。
参
考
、
石
田
茂
作

著
「
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
佛
教
の
研
究
」

妬
大
正
五
五
・
二
六
九
ｂ

恥
前
記
、
石
田
茂
作
著
所
収
「
奈
良
朝
現
在
一
切
経
琉
目
録
」

”
日
本
大
蔵
経
第
三
一
巻
（
三
論
宗
章
疏
二
五
頁
上
、
三
四
頁
、

三
八
頁
上
、
七
九
頁
下
’
八
十
頁
上
。

鎚
五
教
章
下
巻
纂
釈
第
八
（
日
俳
全
第
一
二
冊
六
六
四
頁
下
）

鯛
石
田
茂
作
著
「
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
佛
教
の
研
究
」
所
収

鋤
開
元
釈
教
録
巻
十
（
大
正
五
五
・
五
七
四
ａ
）

弧
枅
伽
師
資
記
（
大
正
八
五
・
一
二
八
五
ｂ
）
、
柳
田
聖
山
箸
「
初
期

の
禅
史
Ｉ
」
一
三
三
頁

兜
大
正
五
十
・
四
二
八
ａ
’
四
二
九
ｃ

詔
大
正
五
十
・
五
五
一
ａ
ｌ
ｂ

弘
大
正
五
十
・
四
二
九
ａ

調
大
正
五
十
・
五
五
七
Ｃ

詑
大
正
五
十
・
五
五
二
Ｃ
ｌ
五
五
三
ｂ

評
大
正
五
十
・
五
五
三
ｂ

詔
大
正
五
十
・
四
八
四
ｂ

調
法
華
玄
義
巻
十
上
（
大
正
三
三
・
八
○
一
ｂ
、
八
○
四
ｃ
）

釦
大
正
五
十
・
四
八
四
ａ

“
大
正
五
十
・
四
八
四
ｂ
ｌ
ｃ

蛾
大
正
五
十
・
四
八
○
ｂ

妃
横
超
慧
日
著
「
中
国
佛
教
に
お
け
る
大
乗
思
想
の
興
起
」
（
「
中
国

佛
教
の
研
究
」
所
収
）
。
鎌
田
茂
雄
著
「
北
朝
佛
教
に
お
け
る
大
乗

思
想
の
展
開
」
（
「
中
国
佛
教
思
想
史
研
究
」
所
収
）
。
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“
安
藤
俊
雄
著
「
天
台
学
」
一
六
’
二
五
頁

妬
大
正
五
十
・
五
五
三
ｂ
’
五
五
五
ｂ

“
稠
禅
師
「
大
乗
心
行
論
」
（
・
へ
リ
オ
三
五
五
九
）
、
柳
田
聖
山
著

「
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
」
図
版
一
六
’
一
八
。

獅
続
高
僧
伝
巻
二
十
（
大
正
五
十
・
五
九
八
ａ
ｌ
ｃ
）

妃
大
正
四
六
・
一
三
一
Ｃ
ｌ
二
一
三
ａ

鉛
法
華
玄
義
巻
一
上
（
大
正
三
三
・
六
六
六
ａ
）

印
大
正
五
十
・
五
九
六
ｃ

団
柳
田
聖
山
著
「
達
摩
の
語
録
」
九
八
頁

○
本
稿
は
昭
和
四
十
六
年
六
月
の
日
本
印
度
学
佛
教
学
会
で
発
表
し
た
も

の
に
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
・
本
稿
と
同
じ
論
題
で
胡
適
の
「
傍
伽
宗
考
」

（
胡
適
文
存
第
四
集
所
収
、
一
九
三
五
年
）
が
あ
る
。
主
と
し
て
続
高
僧

伝
に
立
脚
し
て
論
証
し
て
い
る
が
、
禅
宗
史
の
潮
流
の
な
か
で
の
み
傍
伽

宗
を
考
察
し
、
天
台
華
厳
な
ど
の
文
献
に
関
し
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
，

禅
宗
史
の
潮
流
だ
け
で
傍
伽
宗
を
考
察
す
る
こ
と
は
不
十
分
で
あ
り
、
も

っ
と
視
野
を
拡
大
し
よ
り
広
い
思
想
史
的
視
野
に
立
脚
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
。
本
稿
も
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
当
然
論
及
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
佛
教
者
と
そ
の
文
献
が
数
多
く
あ
る
。
六
世
紀
の
佛
教
界
の
状
況

が
思
想
的
に
も
社
会
的
に
も
よ
り
深
く
解
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
し
、
佛

教
学
と
い
う
総
合
的
な
研
究
を
通
し
て
傍
伽
宗
と
禅
思
想
の
歴
史
を
把
握

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
稿
は
傍
伽
宗
に
つ
い
て
の
一
応
の
見

通
し
を
た
て
た
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
よ
り
総
合
的
な
研
究
は

後
日
を
き
し
た
い
と
思
う
。
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